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1.は じ め に

　ジナンDjinang族(言 語 グル ープ)を は じめ とす る中部 アーネムランド のアボ リ

ジニ社会は,1950年 代 か ら70年 代 にかけて,急 速 な社会変化 を とげ る。

　それは第二次大戦を契機 に してこの地域 のアボ リジニが,こ の頃ダーウィン へ大量

に移住 しだ した ことには じまる。政府はこれを収拾 しこの地域 のアボ リジニを 同化 さ

せ るため,57年 に アボ リジナル ・タウン,マ ニング リダManingridaを 建 設 し,ジ

ナ ソ族 をは じめ とす る中部 アーネムランド のアボ リジニを集住 させ る。その結果,異

部族が混住す ることとな り,そ のことが部族間 の抗争を生むな ど,彼 らの生活 にあ ら

たな緊張が もた らされ る。

　 そ うした状況 のなかで,60年 代 末か ら失業保険 などの社会保障金が給付される と,

これをひ とつの契機 と して,彼 らは貨幣経済 に くみ こまれ る。 それはやがて,小 麦粉

や缶詰な どマーケ ッ ト・フーズへの大幅な依存 を主 因と した,採 集 の放棄へ とその生

活を変容 させ る。

　 その一方で,こ の地域の アボ リジニは,木 皮 画や彫刻をは じめ とす る工芸 品をあ ら

たに商品 として生産す るとともに,60年 代 末か らのア ウ トステーシ ョン(小 集落)の
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建設をつ うじて,彼 らの社会を再編成するとい う過程をたどった。そして80年代には,

彼らは散弾銃や トラックなどの文明の利器を使用する 「現代の狩猟民」へと変容した

のである。つまり,ジナン 族をはじめとする中部アーネムランド のアボ リジニ社会は,

急速な現代化の過程を,短 時日のうちに経験 した ことになる 【松山　 1990:788-7931。

　その彼 らは,現 在も父系クラン の祖先が暮 らしてきた故地,つ まりカントリー への　 　 し

つ よい「愛着」を もち,そ のカントリー に 自らの存在の よりどころを求めている 【PETERSON

1983:138;松 山　 1990:817】 。 それが人の誕生 と死にかかわ るのであればIPETERsoN

1975:631,カントリー は アボ リジニの宗教のなか で明確な位置を占めるはずであ る。

　 この報告では,ジナン 族を例に,遺 体 の処理に関す る神話 と人 の魂,お よび人 の血

と汗に関す る彼 らの説明を手 がか りと して,彼 らの精神世界 のなか でカ ン トリーが ど

の よ うに認識 され てい るかにつ いて考察を加 える。

　 それは60年 代末か ら70年 代は じめの アウ トステーション 運動に,こ れ まで とは別の

説 明が可能 な ことを明らかにす る。従来 この運動 は,当 時 のアボ リジナル ・タ ウンに

特徴的であ った歴史的 な状況 の結果 であると説 明 されてきた。確かに アウ トステーシ

ョン建設の契機は,こ うした社会的な要因 に求め られ る。しか し,彼 らが アウ トステー

シ ョソを建設 した ところは,祖 先が暮 らした土地であ るカントリー ない しはその近 く

である。その立地選択には,彼 らの精神世界 におけ るカントリー の認識のあ りよ うが

反映 された とみ られ る。そ うした内的な要 因か らも,こ の運動 は説 明さ為 るべ きであ

る 。

　 これ らの問題 を明らかにす るため,こ こでは,筆 者が採 録 した神話を まず記述す る。

つ いで生ある彼 らが 「愛着」を もつ カ ン トリーと,人 の魂が とどまるところ としての

ワンジルWandjirと が どの よ うな構造的な関係にあるのかについて説 明す る。

　 そのための神話をは じめ とす る資料 は,1984,86～87,88～89お よび90年 に 中部 アー

ネム ラン ド,ジ ナン族 のア ウ トステー シ ョン,ガ マデ ィでの調査 によってえた もので

ある。 それ は,お もにガマデ ィの リー ダー,ウ ヌウンWunuWun氏(ド ゥア半族,

推 定年齢60歳)が 語 った ところによる。 したが って,こ こに記述 され る事柄は ドゥア

半族の ものであ り,と くに ことわ りのない限 り,イ リチ ャ半族にはふれて いない。の

ちにい くつかの民族誌か ら引用す るこ とにな る事柄 や神話 について も,こ の原則はか

わ らない。
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Ⅱ.ラ ラ ジ ェジ ェの神 話 と遺 体 の処 理

1.ラ ラ ジ ェ ジ ェの神 話

　 「創世時代 の精霊 ム ッカルMukkarruが 樹 皮 製の カヌー(デ ルカDerrka,別 名

ム ッカルMukkarru)で 最 初の旅 にでた とき,彼 は ダツの一 種 ララジ ェジ ェLaraje-

jeを み いだ した。 ララジェジェが水面 を ジャ ソプ しなが ら旅 していた のだ。 ム ッカ

ルは ララジ ェジ ェを ごちそ うに しようと思いヤ リを もって狩 りにでかけたが ,ラ ラジ

ェジェが海草 の中に逃げ こんだので とれ なか った。

　 ム ッカルが巨大な ララジ ェジェをみつけた とき,同 時に彼は ララジ ェジェの骨を見

いだ した。 ム ッカルは骨 に話 した。『も しわ しが死んだ ら,わ しは骨 をホ ロー ・ログ

hollow　 lo9の 中 に入れ よ う』。

　 彼は最初 に上陸 し,乾 いた土地をみつけたあ と再 びカ ヌーに もど り別 のカン トリー

への旅 をつづけた。あるときム ッカルはその巨大 なララジェジ ェに喰われて しまった。

ララジェジ ェは カヌー も男 も喰 った。ム ッカルが ララジェジェにのみ こまれ て死ぬ と,

ララジェジ ェは彼の骨 をすべては きだ した」。

　 この ララジ ェジェの神話は,創 世時代 の精霊 ム ッカルの旅の一部 として語 られ る。

海を旅 するム ッカルは ララジ ェジェの骨 に 「わ しの骨 をホ ロー ・ログに入れ る」 と話

しかけたあ と,彼 は ララジ ェジェに喰われ る。す るとララジェジェは骨をは きだす。

別のバ ージ ョンでは 「ム ッカルの骨は ララジェジェの中に残 ったが,ト イ レにい くた

びに骨 がでてきた」,つ ま りララジェジェは骨 を排泄す ると語 る。

　 この短 い神話が,ジナン 族 のカントリー への 「愛着」や 「存在の よ りどころ」 を検

討する最初 の素材 となる。それを分析す るためには,こ の神話が現実 の生活 とどの よ

うにかかわ るのかを,明 らかにす る必要があ る。そ こで,ジ ナ ン族 を含む アーネム ラ

ン ド・アボ リジニがお こなって きた遺体 の処理についてみてみ よう。

　 1935～37年 に ジナン族 を含む アーネムランド ・アボ リジニの葬送儀礼 を詳細 に観察

したトムソンD.Thomsonの フ ィール ド ・ノー トを整理 した ピーター ソソPeter-

sonの 報告 【PETERsoN　 1976:97-108Dこ よ ると,彼 らの社会における伝統的な遺体

処理の手っづ きは,つ ぎの よ うに要約 で きる。 まず,① 死体(Moroま た はMolo)

に 死者 の クランに特有 の模様をペイ ンテ ィングす る。 このペィ ンテ ィソグを初めてみ

ることになる若者(女 性 と子供はみ ることがで きない)は,長 老の腋 の下 の汗を まぶ
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たにぬ らなければ な らない(こ の行為については後述す る)。 ついで一連 の うた とお

ど りが数 日間お こなわれたあ と,② 遺体をキャン プの外 に埋葬 する。その方法は,③

遺体をペ ーパ ー ・バ ークの樹皮でおおい,死 者の頭を死者 の父系クラン のカントリー

の もっ とも神聖な場所 である泉の方 にむけ る。埋葬 は,④ うつぶせか またはあおむけ

の伸展葬 である。

　 この1回 め の葬 送儀礼 のあ と,2回 めが お こなわれ る。それ は まず,① 埋 葬後1

～2ヵ 月 してか らの死体の発掘には じまる。発掘は,そ のために選ばれた死者 と特定

の親族関係にある男性が,素 手か先を とが らせた木 の棒を用 いてお こな う。②ほ り出

した遺体は,下 肢 か ら順に骨を素手 ではず してい き,最 後に頭骨 をひろいあげ,③ そ

れ ぞれを水で洗 ったあ とペ ーパー ・パ ークの樹皮 につつ んでキ ャンプに もちかえ り,

そ の一隅に立てた中空 の円筒形 の枢 ホ ロー ・ログに入れ る。

　 これがジナン 族を含む 中部 アーネム ラン ドにお こなわれて きた遺体処理 の手つづき

である。 ただ し,こ の一連 の処理が必ず しもきわめて古い形態を残 した ものと断定す

ることはできない。 と りわけその最終段階 でホ ロー ・ログを使用す る処理方法につい

て,1926～29年 に ムル ンギ ンMurngin社 会(図1)を 調 査 した ウ ォーナーWarner

は,つ ぎのよ うに い う。「ホ ロー ・ログを用 いた埋葬 は,ペ ーパー ・バ ー クの樹皮に

つつんだ骨を岩蔭 に埋葬す るのに比べて あた らしい。 ウエ ッセルWessel諸 島 ではい

ま(調 査当時)な おそれを使用 していない」[WARNER　 1964:460-461】 。

　 この ウォーナーの説 明に したがえぽ,さ きの トム ソンの観察 は比較的あた らしい遺

体 の処理方法だ とい うことにな る。 そ してその方法は神話 とむすびついている。 ララ

ジ ェジ ェの神話では,ム ッカルが死後は 自分の骨をホ ロー ・ログに入れ る と語 ってい

るか らである。 ここに,ア ボ リジニ社会 におけ る神話の伝播 とい う問題がみいだ され

る。 その可能性は充分ある と筆者は考 えるが,い まは この問題 にたちい らないでお き

たい。

2,ホ ロー ・ロ グあ る い はラルカン

　そのホ ロー ・ログについて,ジ ナ ン族はつ ぎの ように語 る。

　 「ム ッカルが ララジ ェジェに喰われて以来,人 が死 んで2～3ヵ 月たつ とわれわれ

はその骨を掘 り出 し,ラ ラジェジェ'と同 じ形を したホ ロー ・ログをつ く り,骨 を きれ

いに してその中に入れる。人が死ぬ と2～3ヵ 月埋 めてそのままに し,つ いでポロ・一一

・ログ,つ ま りララジェジ ェをつ くり,彼 にこの土地(現 実にあ る土地 の意)ブ ラウ

ィリBulawirriを 与 え る。われわれ は彼 自身 のカントリー を プ ラウィ リとして与え
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る。骨は こうしておわ りにな る」。

　 「ホ ロー ・ログを死者の家族にわたす と,彼 らはそれを数年 も,そ れ以上 もたてて

お く。年月がすぎる うちにそれはひびわれ,ペインティング が消え る。 この頃に死者

の名を彼 の孫に与える。そ して,ホ ロー ・ログその ものをカ ン トリーの大地 に埋め る」。

　 このホ ロー ・ログの説 明つ ま り現実の葬送儀礼の手つづ きは,ラ ラジェジ ェ神話の

構成 とみ ごとな対応を示す。す なわち,死 体を埋葬す ることは,精 霊 ム ッカルが ララ

ジ ェジェに喰われ ることに対応 し,埋 葬 した遺体か ら骨を と りだ しきれいに洗 う行為

は,ラ ラジェジェがム ッカル の骨をはきだす,あ るいは排 泄す るのに一致す る。また,

そ の骨を ホロー ・ログに入れ る行為 には,ム ッカルが ララジェジェに語 った内容 との

対 応が認 められ る(図2)。 た だ し,骨 を入れる この行為 と,神 話 に語 られる事柄 の

順序 とは逆転する。 これは,ジナン 族が食用にするダ ツの一種 に精霊 ム ッカルが喰わ

れ ること,つ ま り食 うもの と食われるものとが逆転 していることと無関係ではない と

思われる。

　 いずれに して も,こ の神話 にもとついて彼 らは,ラ ラジェジ ェ(ダ ツの一種)の 姿

を模 した先端 に2本 の突起 を もつ ララジ ェジ ェとい う名の枢 をつ くって きた。 そのホ

ロー ・ログに;人 び とは実在す る土地を死者 の土地 ブラウィ リとして与 え,そ れ が死

者 とその親族 のカ ン トリーである ことを強調す る。 さらに,ホ ロー ・ログが朽 ちはて

る頃,死 者の名が孫 に与え られ る。 これは後述 の汗 とよぶ赤坊,つ ま り孫 の誕生にふ

か くかかわ るのである。 ララジェジェの神話は,葬 送 の儀礼のみな らず,死 と誕生は

対置 され ないIBERNDT　 1974:Fascicle　 2:31】 とす る彼 らの思想 とふか くかかわ るの

であ る。

図2　 ラ ラ ジ ェジ ェの 神話 とホ ロー ・ロ グの手 っ づ き
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　 この ドゥア半族に対 して,ジナン 族イ リチ ャ半族 は,ホ ロー ・ログの起源に関す る

別の神話,カ ナンガル クソガル クの神話 を語 る。

　 「ず っと昔,精 霊 カナ ソガル クソガル クKanangalkngalkは 中 空 の木 を伐 りたお

した。する とそ の木か ら水が流れだ した。 カナソガル クソガル クはその木 をつか も う

としたが,水 のために丸太は魚の よ うに手 からすべ りおちた。丸太は水 とともに海に

むかいたい と思 って大地 をけず り,小 さい川をつ くった。 しか し大地はあま りにかた

く,丸 太のさきは人間の指 の ように さけて しまった。そ こで丸太はあ きらめ,水 だけ

を海にいかせることに し,彼 自身はその小川に とどまることに した。そ して彼は 自ら

をラルカンLarkanと よんだ」【PETERsoN　 l976:1031。

　 この神話に もとつ いて,イ リチ ャ半族の人び とは,先 端に4つ の突起を もつ円筒形

の中空の枢を使用す る。ジナ ン族は,半 族 ごとにそれ ぞれ異 なる神話 を語 るのであ る。

Ⅲ.人 の魂 と血 と汗

1.影 の魂 と真 の魂

　 ララジ ェジェの神話 にもとついて,遺 体は処理 され る。 しか し死者 の魂は ど うなる

のだろ うか。

　ジナン 族は,男 女 ともに2つ の魂 を もつ。そのひ とつは影 の魂 ともい うべ きメル レ

Merrleで,存 命中は影 の よ うに人につ きまと う。 この影の魂 メル レは人 の死後,地

上に とどま り,夜 に限 って活動す る死霊 で,ア ボ リジナル ・ドクターを除 いて,そ の

姿をみ るごとがで きない。 そのメル レは折 りにふれて生前に生活 したキャン プに深夜

にあ らわれ て歩 きまわ った り,と きには人 に とりついて原因不明の病気 におちい らせ

る。それが 「骨を もたない」 とされ るのは,埋 葬後に遺体か ら骨を と りはず して しま

うことと符合す る。

　 もうひ とつ は心 に宿 る魂 で,ウ ォゴール レWoggorleと よばれ る。 この魂は人の

死後,死 者の血 と汗に導かれて祖先 の精霊が暮 らす土地へ移 りすむ。

　人 が2つ の魂 を もつ とい う考 え は,ジ ナ ン族 に 固 有 な もの で は な い 。 再 び

Warnerの 報 告に よると,東 アーネムランド のムルンギン も 「心に宿 る真 の魂」・ビリ

ソビルBirimbir(別 名 ワPWarro)と,ト リックス ター的な性格を もつ 「影の魂」

モ コイMokoiを もつ とい う。 しか も人の死後に真の魂 ワロは父系 クランの泉にすむ

精 霊 となるのに反 して,生 前は人の体全体に宿 っていた モコイは,人 の死後 ジャソグ
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ルに入 りこむ と信 じられ ている　 IWARNER　 1964:435-436】 。 アーネムランド の中部

か ら西部 にかけては,こ うした信仰が存在す る。そ こで,ジナン 族 の真の魂 ウォゴー

ル レが精霊 となる道す じは どの ように語 られ るかを,人 の血 と汗 に焦点をあてて考察

す る。

2.人 の血 と汗

　 「人が死んで2～3ヵ 月後,そ の骨をわれわれ は掘 り出し,ラ ラジ ェジェをつ く 弘

骨 をきれ い之 してその中に入れ る。骨は こ うしておわ りにな るが,死 者 の血 と汗はな

お さま よいつづけ,雨 のたびに骨は洗われてい く。 そ して死者のス ピ リッ トほ あらた

な母をさが しあ る く。 しか し,骨 はひ とところに とどまった ままだ。た とえ死体 をマ

ニング リダのよ うな,好 ま しくない場所 に うめて も,血 と汗 は好 ましい場所 をみつけ

だす。 ドゥアは ドゥアの泉 をみつけ,イ リチ ャはその正 しい ところへい くことができ

る。死者 の血 と汗は死者 のカ ン トリーである ワンジル,別 名 ブ ラウィリへ もどる。 こ

の血 と汗をおって死者のス ピ リヅ トが ブラウィ リへ もどるのだ」。 「死者のス ピ リッ ト

は 同 じ家族の中にあらたな母をさがす。た とえば小 さな赤坊 の ような。その赤 坊をみ

た とたん,わ れわれは彼 の名を知 る6わ れわれ は彼 に同 じ名を与 える6わ れわれは こ

れを汗 ウル クソデ ィWulkundiと よぶ」。

　 「人が死ぬ と埋葬 した あと,ま ず小 さな穴ワンジル をつ くり,そ の穴 の2ヵ 所 一西

と東 一で体をあたためワンジル を うた う。す る と,す べての汗がその本来 のカントリー

へい くのをみいだす」。

　 「仮 に ここで もマ ニング リダで もいい,誰 かが死んだ とす ると,検 視が ある。 しか

し,そ れ は好 ま しい ことではない。 とい うのは血 もその他 のものもすべても っていっ

て しま うか らだ。それ らは ここにあ るべ きなのだ。 もしも埋葬 のときにすべ ての もの

が とられて しまってい ると,彼 のス ピリッ トを よび もどそ うとして もよび もどせない。

そ んな ときで も,わ れわれは3～4回 試 みるだ ろ う。 しか し,そ れで もそのス ピ リッ

トの応答はえ られ ない。すべてが残 されていた ら,ス ピリットの声をは っき り聞 くこ

とがで きる」。

　 ここに語 られている内容のなかで,ま ず注 目され るのは,① 動 けない骨 に対 して,

死 者の血 と汗は移動す ることであ る。 グナ ビジGunavidji族 の領域(図1参 照)に

建設 され たアボ リジナル ・タウン,マ ニ ング リダは,ジ ナ ン族に とって好 ま しい場所

ではない。やむな くそ こに埋葬 された として も,血 と汗 は,死 者 のカントリー へ尿 る。

この移動 できる血 と汗 が,魂 のひ とつ ウォゴール レを精霊 の世界であるブ ラウィリ,
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別名ワンジルにいざな うのである。

　②その精霊を人はよびもどす。祖先の精霊をたたえる 「星まつ り」は,そ のひとつ

の機会である 【松山　 1988b:407-435】 。精霊がこれにこたえるためには,血 と汗が死

者のカントリーへもどっていなけれぽならない。③つまり,精 霊 となった魂ウォゴー

ルレは,血 と汗 とともにある存在である。④そして,そ の精霊はあらたな母をさがし,

その母を介 して赤坊に生れかわる。その赤坊を,彼 らは汗とよぶのである。それは死

者の血 と汗の再生を意味する。

　 これ らのことから人がもつ2つ の魂のうち,ウ ォゴールレが精霊として存在するた

めには,そ れを精霊の世界へいざなう媒体としての血と汗が不可欠なことが明らかで

ある。 しかもこの血と汗は,有 機的な存在 としての肉体だけでなく,死 後 もその当人

のカントリー ときわめてつよくむすびついている。 し冷 し,死 体の検視は,こ の体系

を混乱させた。

　 ジナン族が居住する中部アーネムランド では,1960年 代なかぽから,す べての死体

はダーウィンへ移送 され,病 院での検視が義務づけられた。それは病死か事故死か,

殺人によるのかを調べるためのものであった。この検視のあとに返還されてきた遺体

は,彼 らにとって 「血 もその他のものもすべて」とられてしまったぬけがらであ り,

単なる死んだ肉体でしかない。そのため残された人びとは,そ の死者の魂 ウォゴール

レが,精 霊の世界へたどりつけるかどうかを不安に思 うようになった。

　 彼らは検視に抵抗 した。「検視がはじまったあるとき,わ れわれは枢をダーウィン

に送った。 しか し白人は水牛の肉をみつけただけで,死 体はなか った。その頃,ナ カ

ラNakara族(中 部アーネムランドの言語 グループ)の 若者が死亡 した。白人はそ

の枢を送 りかえしてきたが,中 には一片の牛肉があっただけだった」。

　 この説明はアボ リジニが検視を皮肉ったこと以上に,ア ボリジニの死の認識が,死

は「肉(体)の 死」であるとする白人社会 とは異質なこと,お よび彼 らにとって肉(体)

は骨や血と汗に比べて意味の少ないものであることを暗示する。

ユ また
,精 霊が汗とともに赤坊に生れかわ り,そ の名前を人びとがただちに知ること

は,人 が複数もつ名前のひとつを祖父から継承することに対応する。たとえば,ガ マ

ディの リーダー,ウ ヌウソ氏の水草を意味す るその名前は,彼 の祖父から継承 したも

のである 【松山　 1988a:639-・640】。

　 この単純な事実には,ジ ナン族の生命観にかかわる思想が反映されている。それは

「祖先は消えてなくなるのではな く,単 に隠れるにすぎない」【バンヴェニス ト1986:

228】 と表現 しうるものであ り,生 命は個体の生死 とはかかわらない,永 遠に不滅の
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存 在だ とす る思想で ある。そ の生命が人では 「小 さな祖父」 【バ ンヴェニス ト　 1986】

と して再生す る。 こうした思想は,生 命指向性 のきわめてたか い彼 らの宗教 の根幹を

なすのであ る 【STANNER　 1965:217】 。

　 3.媒 体 と して の 血 と汗

　 肉体 を もつ生命 としての人 と,肉 体を もたない生命 であ る精霊に とって,血 と汗は

ともに もっとも重要である。それは死者の魂 を よびもど し,精 霊 の存在 と人の再生を

確 か な もの とす る。 しか し,筆 者 が 知 りえ たジナン 族 の創 世 神 ワギ ラル ク

Wagilark姉 妹 の神話1)は 断片的にす ぎて,血 と汗 が神話 に語 られ るのか ど うか が明

らかでない。そ こでアーネムランド 諸族の民族誌 にそ の解答を求め てみ る。

　 1血1東 アーネム ラン ドのムルンギン 社会に語 られ る創世 神 ワウ ィラ クWawilak

姉 妹 の神話 では,血 は姉の月経 の血 【WARNER　 l964:240-249]か,も しくは姉のあ

と産の血 また は姉が 出産 した赤坊 の体 につい ていた血 【BERNDT,　 R.M.&C.H.

1985:254-255;BERNDT　 l974:Fascicle　 2:12-131に は じまる。 この血は男性のイ ニ

1)ジナン 族 の ワギ ラル ク姉 妹 の 神 話 は,男 性 の創 世 神 ジ ャ ン カオDjangkowと マ ソブMan-

　buの 旅 と して語 られ る。 そ の神 話 に は2つ の バ ー ジ ョンが あ る。

　 神 話1　 ム ッカル が ガ タ ラ ー ラへ 戻 っ た あ と,ジ ャ ン カオ と マ ン ブが ム ッカ ル のみ つ け た

植 物 や 魚,動 物 をふ や す 旅 に で か けた 。

　 2人 の 男 の 精 霊 ジ ャ ソカ オ とマ ン プは,ワ ギ ラ ル ク の2人 姉 妹 の 精 霊 を とも な っ て,ガ デ

ヤ ル クGadeyarkuか ら ム ッカル の あ とを 追 っ て や って きた 。 ジ ャ ンカ オ と マ ンブ は拍 子 木

(楽 器)を も ち,砂 の は い った デ イ リー ・バ ッグDilly-bagを さげ て きた 。 この 砂 は イ リチ

ャと ドゥア の もの で,ガ デ ヤ ル クを で る と きに も っ て き た。 彼 らは 為 ッカ ル の あ とを 追 い,

太 陽 につ い て 東 か ら西 へ 旅 して い た。 や が て彼 らは ダ ッチDudtjiカ ン ト リー に着 いた 。

　 ジ ャ ンカ オ とマ ソブ が ダ ッチ に 着 い た と き,そ の 島 に はた くさ ん の人 が暮 ら して い た 。 彼

らはそ の 人 た ち を ヤ リと ヤ リ投 げ 器,石 斧 です べ て 殺 して しま った 。

　 ワギ ラ ル クの2人 姉 妹 は ジ ャ ンカ オ とマ ン ブ と一 緒 に 旅 を つ づ け た 。 彼 女 た ち は そ れ ぞ れ

1本 ず つ 掘 り棒 を も って い た 。 そ の掘 り棒 を お ど り歩 きな が ら地 面 に さす と,そ こに 泉 が で き

た。2人 姉 妹 は こ う して ドゥア の カ ン ト リーに い くつ か の泉 をつ く りだ した 。 や が て ジ ャ ン

ヵ オ とマ ソブ が戻 っ て し ま うと,2人 姉 妹 は ニ ジヘ ビに生 れ か わ っ た。 そ して ひ と りは 南 へ

旅 をつ づ け,ユ ル ルYulluru(エ ア ーズ ・ロ ック)に 家 を み い だ しそ こに す み つ い た 。 も うひ

と りは 西 へ の 旅 をつ づ け た 。

　神話2　 ジャンカオとマンブが旅をはじめるまえ,地 球はちょうど割った卵のようにゆら

ゆらゆれ動いていて,陸 はまだどこにもなかった。やがてそれが乾 きはじめ,陸 地ができは

じめたころ,ジ ャソカオとマンブは旅にでた。マソブはデイリー ・バッグに石と白粘土,そ

れに砂を入れ,赤 坊をだいてやってきた。一方ジャソカオはヤリ投げ器,ヤ リ,石 斧などの

道具をたずさえていた。マソプが石を火になげ入れると,石 は4つ に割れ,そ のひとつが赤

絵具になった。

　このように,筆 者が記録できたジナン族の ワギラルク姉妹の神話は断片的であ り,そ こに

血 と汗が語られているか どうかが明らかでない。
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シエーシ ョソの儀礼 とふか くむす びつ く。姉妹の創世神は,誕 生 した赤坊にいずれ割

礼をほ どこさなけれぽ と話 しているか らであ る。

　た とえぽ,ムルンギン 社会 におけ る男性の最初 のイニシエ ーシ ョン,ジ ュソグア ソ

Dj　ungguan【WARNER　 19641ま た は ジュンガ ウォンDj　unggawon【BERNDT　 1974]の

儀 礼では,年 長 の男性の腕を傷 つけ てとった血を,少 年に割礼をほ どこす直前に,儀

礼 の踊 り手 である年長の男性 の身体 にぬ り,彼 らを装飾す る羽毛の糊 として用いる。

そ の血は姉妹の創世神 ワウィラクWawilakの 膣 の血 とみな され,こ れを介 して人 び

とは創世神 との直接的なつなが りを獲得す る。それ ゆえに,こ の血 をぬ ることで人 び

とは神聖化 され,あ らたな力を与 えられ る。ただ し,そ の血は,姉 妹を のみ こんだニ

シキヘ ビ(彼 らの トーテムで もある)の エ ッセ ンスを含むため力が強 く,割 礼を うけ

る少年の装 飾 には用 いな い　【WARNER　 1964:249-280と くに265-272;BERNDT

1974:Fascicle　 2:131。

　 また,男 性の第2段 階のイニシエーション では,ア ーネムラ ンドにひろ くみ られる

グノ ピピGunopipi儀 礼[BERNDT,　 R.M.&C.H.1970:138-142;BERNDT　 1974:

Fascicle　2:12;BERNDT　 l974:Fascicle　 3:4】 や ム リソバ タMurinbata族 の カル ワ

デ ィKarwadi儀 礼 【STANNER　 l　959:112-115Dこ お いて,イニシエーション を うける

若者を血で装飾す る行為が認め られ る。 ここで もその血は,さ まざまに語 られ る姉妹

の創世神の月経 やあ と産の血には じまる とみな されている(た だ し,西 アーネムラソ

ドの グウ ィソグGunwingguは グ ノピピ儀礼に用 い られ る血を身体装飾 のため の羽

毛 の糊以上に評価 していない 【BERNDT,　 R.M.&C.H.1970:234】)。

　 男性 のイニシエーション におけるいわゆ る血の儀礼に角 いられ る血 は,創 世神の行

為 に由来す る。 それ ゆえに この血に よる装飾が人を神聖化 し,人 にあ らたな生命力,

強靭 さ,勇 気を与 えるのであ る　【ELKIN　 l981:206;BERNDT,　 R.M.&C.H.1985:

171】。 その血 を人は共有す る。

【汗】 この血 に反 して汗は,神 話に語 られな い2)。 少 な くともムル ソギ ン社会 にお

2)た だし,汗 はジナン族の 「月の誕生」の神話の冒頭でつぎのように語られる。

　 この世の始まりのとき,ガ バルクGabarukuと い う名の男と,ガ ル ワルピGaruwarpiと
ムヌベルMunuberuと い う2人 の妻,そ して彼らの2人 の子供 と,ガ ルワルピがたずさえて

いた赤坊が暮 らしていたころ,空 は大地にほとんど接するばか りに低 く,木 ぎもあま りに低

かった。だから太陽が空にのぼると,大 地は焼け,人 び とはす ごい汗をかかねぽならなかっ

た。

　 この神話は,創 世時代が 「多汗の時代」であったことを物語る。 しか し,そ のことと後述

の少年や若者を神話世界へ導き,魂 を精霊世界へ導 く媒体 としての汗がどのような文脈のな

かで解釈できるものなのか,筆 者にはまだ明らかでない。
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け るジ ュンガオ姉妹 とワウィラク姉妹の創世神話 には,汗 は登場 しない[WARNER

1964:240-249,325-3301。 グ ウ ィングについ て も同様 であ る　【BERNDT,　 R.M.&

C.H.19701。 そ れ にもかかわ らず,汗 は,男 性 のイニシエーション の儀 礼において

一定の役割 を果 して きた ことが
,民 族誌 の記述か ら明らかである。

　 ウ ォーナーによると,ム ル ソギ ン社会における最初のイニシエーション,ジ ュソグ

ア ン儀礼において,少 年に割礼 をほどこす直前 の段階で姉妹の創世神の血で踊 り手 を

装飾 したあ と,つ ぎの行為がおこなわれ る。

　 「割礼を うけ るべ き少年 は,ダ ンス ・グラウソ ドで,長 老たちに よってペイ ソテ ィ

ソグされる。そ のあ と少年 は長老 によって,ニ シキヘ ビの砂の彫刻 にみちびかれ る。

そ こで,あ る1人 の年長者の腋 の下の汗が,少 年 のまぶたにぬ られ る。それは,こ の

あ とにつづ く儀礼 のために,彼 らの眼に力 を与え るた めであ る」 【WARNER　 1964:

272】。 まぶた に汗をぬ られたあ と,少 年はい くつかの動物 の踊 りを初めてみ る。つい

で彼 らは,姉 妹 の創世神をのみ こんだ ニシキヘ ビの砂 の彫刻の意味を教 えられ,割 礼

を うけ ることになる。

　 この最初のイニシエ ーシ ョンの儀礼につづいて,ム ル ソギ ン社会におこなわれ る第

2段 階のイニシエーション,グ ノ ピピ儀礼 に も汗が登場す る。'

　 10の ス テージに分けて記述 され るこの儀礼 において,そ の第6段 階では,ニ シキヘ

ビを表象す る砂 の彫刻がつ くられ,そ こでヘ ビの踊 りがお こなわれる。 これ につづ く

第7段 階では,イ ニシエー シ ョンを うける若者は小枝を腋の下にはさまれ る。ついで,

イ リチ ャ半 族の ヘビの踊 り手 と ドゥア半族 の儀礼 の リーダーが,自 らの腋 の下 の汗

(arm　 sweat)を 若 者 のまぶたにぬ る。 そのあ と若者 は ワウィラク姉妹 のダ ンスをみ,

ニ シキヘ ビをあ らわすポ ール,イ ェル メ リンデ ィYermerlindiが もつ意味 を教え ら

れ る。

　 さらに儀礼の第8段 階では,男 女間の儀礼的な贈答 のあとにお こなわれ るあ る種 の

行為に も汗が登場す る(こ の行為 の具体的な内容 は 「付記」 した理由か ら引用を割あ

いす る)【WARNER'　 1964:292-298;BERNDT　 1974:Fascicle　 3:4-5】 。

　男悔のイ ニシエーシ ョンの儀礼 に汗が一定の役割を にな う例は,ム ル ソギ ン社会 に

限 られない。西 アーネムラン ドのグウ ィソグの グノピピ儀礼(第2段 階のイ ニシエ ー

ション)で は,イ ニシエ ーシ ョンを うけ る若者 は,彼 らが隠 されていた儀礼のための

キ ャ ンプか ら ダ ンス ・グ ラウ ン ドにむ か6て 移動 し,ニ ジヘ ビを象徴 す る ガナ ラ

Ganalaと よぶ砂の彫刻(地 面にほられた浅 い溝)に 入 る。それは彼 らが姉妹 の創世

神 と同 じよ うに ニジヘ ビに飲み こまれた ことを示 す と同時に,母 の子宮に入 りこんだ
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ことを意味す る。それはや がて,ガ ナラか ら若者がで ることを暗示す る。その行為は

新 しい地位 を獲得 した人へ の変身の予兆である。 この一連 の行為の まえに,若 者は汗

を まぶたにぬ るのである 【BERNDT,　 R.M.&C.H.1970:141】 。

　 うえに引用 した汗に関す る記述からは,つ ぎのことが導かれる。

　①汗はさまざまに語られ る姉妹の創世神話には登場 しない。 この点が血と異なる。

すでに述べたように,血 は月経,出 産 とかかわって言及された。

　②姉妹の創世神話に語 られないものの,汗 は,イニシエーション の儀礼のなかで,

少年あるいは若者に力を与えるものとして登場する。とくに彼 らがそれぞれの段階に

応 じた神話世界を初めてみることになるため,眼 に力を与えるものとしての汗が強調

される。

　③汗を提供するのは,儀 礼の リーダーを含む年長者である。

　④それは,年 長者が神話世界のすべて,も しくは少なくともそのかな りの部分をす

でに知っているからである。それゆえに年長者の汗は血 と同様に力にみちたものであ

り　【WARNER　 1964:272】,少 年や若者を神話世界に導 くことができるのである。 し

かもそれがおおくの場合,腋 の下の汗であるのは,儀 礼がもたらす精神的 ・感覚的な

刺激によって,手 や足の裏 とともにこの部位に発汗が生 じやすいという人の生理にも

とつ くのである。

　 これ らの ことか ら,汗 は,そ れぞれの年齢段階 ごとに,人 と神話世界 をむすぶ媒体

であることが明 らかである。 この媒体 としての汗が もつ力は,創 世神 の血 の力に比較

できる。それは葬送儀礼 においても病の治療において もかわ らない。

　す でに第1章 で触れた ように,ア ーネム ラン ドにおいては,死 者の遺体 にペイ ンテ

ィソグされた模様を初めてみ る若者(最 初 のイ ニシエ ーシ ョンをす ませ た若者)は 長

老の腋 の下 の汗をまぶ たにぬ らなければな らない 【PETERsoN　 1976:97】 。 これは儀

礼の場面 の転換 であ って,汗 にかかわ る文脈は,イ ニシエー ションについて述べた と

ころ と変 るものではない。それは カカ ドゥKakadu族 に おけ る呪術に起因す る病の

治療に も共通す る。

　スペンサー によると 【SpENcER　 1914:318-320】,ヌ ッパダイ トバNuppadaitbaと

い う名の魚の骨を用いた他部族 の呪術に よって,カ カ ドゥ族は病気 になることがある。

それを治せるのは,例 外的な能 力をもった アボ リジナル ・ドクターだけであ り,そ の

治療法は,① 患者をあおむけにねかせ,② 胸に息 をふ きかけ,③ 腋 の下 の汗を患者 の
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胸にぬ り,④ 魚の骨が身体からとりのぞかれるまで患者の胸をすいっづけるとい うも

のである。それがきわめて能力のたかい ドクターにのみ可能 とされるのは,呪 術の力

に対抗する必要からであろ う。

　こうして汗は,病 の治癒能力をももつのである。それは,ケ ベ リKaberryが 推測

するような健康な人の排泄物がもつ力 【KABERRY　 1973:248]と 同じ強い力を,汗 に

認めていることを明らかにする。そしてその汗は,人 と神話世界をむすぶ媒体 として

機能する。

Ⅳ.　 カ ン ト リー と ワ ン ジ ル

1.ム ッ カ ル の旅

　永遠 に不滅の,非 有機的な生命の保持者 と して血 と汗 とともにあ る祖先 の精 霊は,

時 が くるまでブラウィ リ,別 名ワンジル に暮 らす。そのワンジル は,創 世時代 の精霊,

ム ッカルの旅 の神話に語 られ る。

　 「この世 の始 ま りの とき,地 球は まるで卵 のよ うに さけ,あ らゆ る水が卵か ら流れ

出た。そ の水は卵み たいにあ るものは白 く,あ るものは黄色であった。洪水が おわ り,

黄 味は まだなまのままで,白 味 もまだやわ らか い。 ム ッカルは乾 いた大地をみつけ る

ために次の年 をまちつづけた。彼は卵が固 く乾 くまで何年 もまちつづけた。それで も

まだ黄味は少 しやわ らか く,彼 は さらに次の年 を まちつづけ,さ らにそのすべ てが固

まるまで まだ年 をまちつづけ,そ の後,旅 に出た。 ム ッカルは東か ら西へ旅を してい

た。彼は,わ れわれがい ま暮 らす あちこちの土地 に名前をつけてい った。 ム ッカルは

旅 をは じめるにあた ってカ ヌーをつ く り,ガ タ ラー ラGathararaか ら海 を旅 して陸

地 を さが しにでかけた。彼はあ る陸地をみつけ,そ の土地が乾 きは じめる と,そ こに

ツルつ ま りダンゴルチ ャDangortjia,ヤ ムすなわ ちバ リチ ェBaritjeや,魚 な どの

食物 をみ つけだ した。彼 は さらに陸地ふか く,太 陽 マ ンブ ンマ ンゲMadnbnmange

の しずむ方向へ旅 を し,、や がて夜 マル レMarleに な った。そ こでム ッカルは,長 短

2本 の棒 をさが し出 し,一 方 に2つ の穴をほ って火をつ くった。 これが火お こ し棒 の

始 ま りである。

　 しば ら くして彼 は,空 に またた く不 思議 な星 をみた 。彼 はそれ をバ ル ヌ ソ ビル

Barnumbirrと よび,無 数 の小 さい星を ガル ダGardaま た は ガ ッタGadtaと 名 づ

けた。真夜中 にみた天 の川に ボ ロロBorrorrorとワンダラWandallaと い う2つ の

182



松山　 カン トリー とワンジル

名を与えた。やがて天の川は うつ り夜があけは じめた。朝 になる と,ム ッカルはエル

コElcho島 の 近 くにや って来て,赤 い石を見 い出 した。そ の石 を肌 にこす って ム ッ

カルはTこ れは ど うして,こ う赤いのだろ う」 といい,赤 オーカーにマルナルMar-

narrと い う名をつけた。 それ 以来,人 が死ぬ と,ま たは セ レモニーにあつ まった人

達は,体 に赤 オ ーカーを塗 るよ うになった。

　 エル コ島近 くの陸地 で赤 オーカー,マ ルナルをみつけたあ と,西 へ旅 した彼 はいま

の メル ウェンビMerrwenbi(ガ マ デ ィの北約30kmに あ るジナン 族の アウ トステー シ

ョソ)周 辺を ブラウ ィリとよんだ。それ以来,わ れわれが死ぬ と,そ の血 と汗は ブラ

ウィ リへ もどる。 ム ッカルが きた道をた どって,本 来のカントリー へ もどるのだ」。

　 「その後 ム ッカルは,ナ ンガラーラNangalala(ガ マ デ ィ東方40kmに か つてあ っ

たキ ャ トル ・ステーション)の 方へ旅をつづけ,カ ン トリーや小 さい鳥,鳥,小 さい

魚やあ らゆる食物 に名前を与 えた」。

　 「東か ら西へ旅 してきた ム ッカルは北へ まわ り,そ こで よく乾 いた よい土地をみつ

けた。そ してそ こで最後 の野火 をつ くった。火は北か ら南へ と,あ らゆ るものを焼 き

払 い,土 地を きれいに した。 この野火をお こした後,ム ッカルはガタラーラへ帰 って

い った」。

　 「そ の後,再 び創世 時代 の精霊 ム ッカルが もどって きた。彼は家族 と一緒だ った。

ム ッカルは家族 をジマル ウDjimarluw(ガ マ ディの北,海 岸 に近 い場所の地名)に す

まわせ た。 ジマルウはわれわれのカントリー だ。そ こに家族をす まわせ ると,再 び彼

は旅 にでた。彼が名づけたすべてのものが,い まも生 きつづけ ているのを確かめ るた

めに。 この旅を おえる とム ッカルは永遠にガタラーラへ戻 って しまった」。

　 このム ッカル の旅 の神話 は,般 もの"と 事柄 の起源 を説 明す る。 それは,① 洪水に

おおわれていた この世界に おけ る陸地 の生成であ り,② 名前 を与 えることに よる動植

物 の種 の起源であ る。 それ は③金星バル ヌソビルをは じめ とする多数 の星 と天 の川 を

名づけ ることに よって天空 にお よぶ。そのあと,④ ドゥア半族のカントリー,火 お こ

し棒 と野火,赤 オ ーカーとボデ ィ ・ペイ ンティソグ,人 の血 と汗の移動 とい った事柄

が起 源する と語 る。 さらに⑤ この人の血 と汗 とは,ム ッカルが旅 した道 を逆にた どっ

て西か ら東へ と移動す ると説 明す る。

　 これ らの事柄 とともに・ ム γカルの旅の神話は・ ワンジルについてつぎのよ うに語

る。⑤ 「ム ッカルは海を東か ら西へ旅 していた。陸地をみつけた ム ッカルはいまの メ

ル ウェン ビ周辺 をブラ ウィリと名づけた。それ以来,わ れわれが死ぬ と,そ の血 と汗

はブ ラウィリへ もどる。 ム ッカルが来た道をた どって本来のカントリー へ もどる」。
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⑤ 「ムッカルは彼の家族をジマルウにすまわせた。ジマルウはわれわれのカントリー

だ」。つまりブラウィリ,別 名ワンジル は,こ の地上の具体的な場所であ り,創 世神

がそれを指示 したのだと説明する。

2.　カントリー とワンジル

　 その ワンジルは,す でに述べた ララジェジ ェの神話 と 「人の血 と汗」 にも見いださ

れ る。

　 ララジ ェジェの神話は,① 「人が死ぬ と2～3ヵ 月間埋めてそのままに し,つ いで

ララジ ェジ ェ(ホ ロー ・ログまたはラルカン)を つ くり,彼 に この土地ワンジル,・ 別

名 ブラウィリを与える。われわれ は彼 自身のカントリー を ブラウィ リとして与え る」

と語 る。

　 また 「人 の血 と汗」 には,② 「死者の血 と汗は死者 のカ ン トリーであるワンジル へ

もどる。 この血 と汗をお って死者 のス ピリッ トが ブラウィ リへ もどる」 とも,③ 「人

が死ぬ と埋葬 したあ と,ま ず小 さな穴 ワンジルをつ く り,そ の穴 の2ヵ 所一東 と西一

で体をあたため,ワ ンジルを うた う。す る とすべての汗 が本来 のカントリー へい くの

をみいだす」 とも述べ る。

　 このよ うに語 られ るワンジルを人び とは説 明す る(図3)。ワンジル,別 名 ブ ラウ

ィ リには,「ジナン 族 ドゥア半族 のすべ ての人が暮 ら している。人 が死ぬ と死者 の血

と汗 とは地下 に もぐって まず西 のブグソダBugundaに 旅 し,つ いで東の旅にで る。

死者 の魂は この血 と汗をお って西へ旅 し,そ こに とどまる。われわれが,葬 送の儀礼

で死者が生前 に使用 していたヤ リとヤ リ投 げ器を折 ると,や がて死者 の魂,つ ま り精

霊 は東の ガタラーラへ旅だつのである」。

　 死者 の血 と汗は魂 を精霊世界へ導 く媒体 であ り,こ れ らと魂が まず西 にいきそれか

ら東へ移動す るのは,す でに述べた ム ッカルの旅 に もとつ くのである。

図3　ワンジル とカントリーの構造
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　 「その西 にあ るブグンダは,宵 の明星 ブグンダ とク ロア リ,ウ エ ンデ ィ ・ムル ソグ

Wendi　 mlunguに 象 徴 され る冷 たい生の世界,す なわ ち夜 であ る。東のガ タラー ラ

は,明 け の明星 ガタラー ラとア カア リ,ゴ イ コイGoikoiが 象 徴す るあたため られ

料理 された世界,す なわち昼 である。 この2つ の世界 のあいだを2種 類のア リは地下

を とお っていつ も旅 し,チ ャソネルをつ くる」。 それを彼 らは図3の よ うに描 くので

ある。

　 さらに,ワンジル とカン トリーについて,た とえば ウヌウソ氏は 「俺の母方(イ リ

チャ半族)の カ ン トリーはガ ッチGatjiだ 。ガ ッチは まさしくウラッキWurrakki(ウ

ヌウ ソの母が属 した クラン)だ 。 これがワンジル のひ とつだ。ワンジル であ るこの土

地に は西風 と東 風がふ き,ヤ ムが,チ ョウつ ま りボ ソバBombaが い る。それ らは

いつ もそ こにい る。 ギ ンジ ャGindja(ベ ン ガル ボダイジ ュ)の 木 もフクロウも」 と

語 る。

　 ところで,上 述 した ララジェジ ェの神話 と 「人の血 と汗」に語 られ る内容①～③ と,

ム ッカルの旅の神話 が語 る内容⑤ と⑤,そ れに ウヌウン氏のワンジル の説明は,カ ン

o

o o

o o

o o

　　　　　　 図4　 葬送の儀礼に際してつ くられるワンジルの例

　　　　　　　　　 (1)～(3)はPeterson【PETERsoN　 1976:102】 に よる。

〔1)ド ゥア半族のワンジル 。内部の造形は ミツバチを,下 部の四角形は神聖な泉をあら

　　わす。1937年 ミリンギンビMilingimbiで 観察された。

〔2)イ リチャ半族のワンジル。魚をあらわす。1937年 ブルー ・マッドBlue　Mud湾 で観察

　　された。

〔3)ド ゥア半族の ワンジル。姉妹の創世神の神話に由来するもので,左 右と上部の円は

　　姉妹の創世神がほ り棒を地面につきさしてつ くった泉をあらわす。1937年 ミリンギ

　　ンピで観察された。

〔4)筆老が1984年8月 に,中 部アーネムランドのプライスBlyth川 河 口右岸で観察 した

　　イ リチャ半族のワンジル 。円は神聖な泉をあらわす。
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トリーとワンジルが同一のものであ り,同 時にそれは肉体をもつ生命としての人が住

むべきカントリー と非有機的な生命が暮らすワンジル とい う相違性を内包することを

明らかにする。そのワンジルは,ム ヅカルの旅の神話に示されるように(④ と⑤)創

世時代の精霊がつくり,彼 の家族が暮らしたところである。つまり,神 話世界あるい

は人の血と汗,死 者の精霊や創世時代からの祖先の精霊の世界としてのワンジルと,

現実の地理的なひろが りをもつ 「その土地」であるカントリー の両者は,同 一性と相

違性を内包 しつつ同じ空間で重な りあっている。葬送の儀礼において うたわれ,死 者

を埋葬 したあとに残 った人びとを浄める砂の彫刻ワンジル(図4)は,精 霊世界の象

徴でもあ り,現 実の世界でもある。

　 このワンジル が,赤 と黒の2種 類のアリがつ くったチャソネルをもつゆえに,人 は

どこで死んでも本来のカントリー,つ まりワンジルへもどれるのである。それが 「も

どれるところ」であるゆえに,「その土地」への回帰を人はつよく願 うことになる。

ジナン族は,地 上のカン トリーとワンジルをこのような構造をもつものとして認識す

る。

3.天 空 のワンジル

　 この ワンジルは,よ り神話的な色彩 の濃 いもの として,換 言すれば地上 とは別 の文

脈において天空に も語 られ る。 この天空 のワンジル へ も人の魂 ウォゴール レが導 かれ

る。 それ には,フ クロウつ ま りバ ン ドルBandleと 精 霊ムンニャリルMunyarilの

手 助けが欠かせ ない。そのムンニャリル はつぎの ような性格を もつ精霊 である。

　 「ムンニャ リルは ごく小 さくまたた く星の ような存在で,毎 夜 どこか にいて人び と

を見つめている。そ して,人 が病気 をわず らった り,ヤ リを うけ て傷ついた りす ると,

毎 夜 その人 の上空 に来 て死ぬ のを まつ。人が死ぬ と彼は糸パ ダイBadaiを つ た って

降 りたち,死 者の魂 ウォゴーイレレを と りあげ,天 の川 ボロロBorrorroを とお って,

そ れをガタラーラへ と導 いてい く。それ とい うの も,昔ムンニャリル は こ うい ったか

らであ る。『俺は人が死んだ ムニャMunyaの 夜 に,ボ ロロを とお り,ガ タ ラー ラを

とお って,お 前 の魂 をお前 のカントリー につれ てい くだろ う』。 しか し,こ れには フ

クロウの手助けがい る。創世時代の精霊ム ッカルが創造 した フクロウは,人 の魂 ウォ

ゴール レに,ど こでムンニャリル を待つべ きか,ど こが ガタラー ラへ の道 なのかを教

える。彼 はム ンニャ リルが くるまでの間,そ め魂 を世話す るのである」。

　 ここでは,① ム ンニャ リルは夜 に活動す る精霊 であ り,② 彼は フクロウをなかだち

に して,死 者 の魂を彼の カン トリーに導いてい く。③ それは糸をつた って降 りてきた
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ムンニャ リルが,天 の川 とガタ ラーラをへて,死 者の カン トリーにいた る旅 である。

④そ して フクロウは,人 の死 の直前か直後 の一時期,魂 ウォゴール レをあれ これ世話

する役 割を もつのであ る。 この フクロウと精霊ムンニャリル に導かれて,人 の魂 ウォ

ゴール レは精霊にな る。 この魂 を精霊世界へ導 くのは,さ きの血 と汗 と異 り,こ こで

は フクロウと精霊 とい う神話の主人公である。 その場所は まず ガタ ラーラであ り,そ

ののちに うつるワンジル であ る。 このガタラーラとワンジルの関係は,つ ぎの よ うに

　　　　　　　　　　図5　 金星を象徴するマラジ リMaradj　iriと大地
マラジリは金星をたたえ,祖 先をまつる 「星まつ り」につ くられる。マラジリの腕ジャンジャ
ソDjangdjangの 先端につけられた羽毛の房は,そ れぞれ宵の明星と明けの明星をあらわす。マー

クは,こ のまつ りの開催をつげるために用いられたメッセージ ・スティック。
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G;ガ タラーラ

W;ワ ンジル

C;カ ン トリー

B;天 の 川

図6　 天空に投影されたワンジル とカントリー

解釈 できる。

　ジナン 族 の神話上 の祖先,金 星バル ヌンビルBalununbirは 彼 自身のために大地を

みつけだ した。その大地 ガタラーラにたつパルヌン ビルをジナン 族は人形 とみ る1松

山　 1988a:423】(図5)。 この人形 の2本 の腕 の先端 に と りつけ られた羽毛 の房 は,

そ れぞれ宵 の 明星 と明け の明星であ り,東 と北 を指示す る腕 ジャ ンジ ャ ソDjang-

dj　angは,天 の川に対比 され る。この天 の川は2つ の金星 と,人 形がたつ大地 ガタ ラー

ラをつな ぐチ ャソネルである。そのガタ ラーラは,お そ らくジナ ン族 のカ ン トリーで

もあ る。そ こは神話上 の祖先,金 星が最初に暮 らした ところだか らである。

　 そ して,こ の金星 が天空にあ り,ムンニャリル もまた空 にまたた く星 の ような存在

であ る ところか ら,人 形 を したマ ラジ リMaradjiriは,図3に 示 された さきの地上

のワンジル とカン トリーを天空に投影す る(図6)。 そ こでは,マ ラジ リがたつ ガタ

ラーラのなかに ワンジル とカントリー が重な りあ う。 これ とガタラーラとをむすぶ チ

ャ ンネルが,天 の川ボ ロロである。 それ らは夜 ご とに再生 され る天空(「 ム ッカル の

旅」の神話 が語 るよ うに,ジ ナン族 は天空が移動 す ると考 えていた)に あ る。

V.ま と め

　 「現代の狩猟民」に変容 したジナン族がなおつよい 「愛着」をもつカントリー は,

上述した構造をもつ祖先の精霊が暮らすワンジル でもある。そこは彼らに とって 「帰

ることのできる」土地であり,そ れを可能にするのは人の血と汗である。神話はその
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ことを人び とに教える。その神話を彼らはいまなお語 りつづける。このことによって,

彼らは神話世界の論理を保持 しつづけているのである。

　かつてのアウトステーション 建設運動の背景には,こ うした彼らの神話世界があっ

た。それがアウトステーション(小 集落)の 立地を決定づけたのである。

　その神話世界の論理は,あ らたに出現 した白人を,「 ムッカルの旅」の神話のなか

で,カ ントリーをさがす人びととして語る。

1.白 人 の出現 とカントリー

　 「洪水がおわ り,黄 味は まだなまのままで,白 味 もまだやわ らか い。 ム ッカルは乾

いた大地をみつ けるために次の年を まちつづけ,そ の後,旅 にでた。 白味は まだやわ

らか く,ま だゆ らゆ ら動いていた。だか ら白人 と魚 はい まもって水 の中だが,わ れわ

れ アボ リジニと木 ぎや草はあたため られ,料 理 され た。 白人が料理 され るには,あ ま

りに遅す ぎた。 われわれは最初 にきたのだ。

　 白人 も同 じ場所 か らスター トしたが,彼 らは寒 い ところへ旅 した。 しか し,彼 らは

い ま戻 ってきて彼 らのカ ン トリーをさが しは じめた」。

　 これは 「神話 の語 り手 がい くつかの間題 を要 約 した り,そ の詳細を入念 に話す」

[BERNDT　 l984:122--123】 こ とを例証す る。それゆえに彼 らの神話は,白 人の存在 と

い う現実を語 りうるのであ り,彼 らを 「い ま戻 って きて カン トリーを さが しは じめた」

人び ととして位置づけるのであ る。

　 その一方 で,カントリー を離れ て暮 らす ことにな ったアボ リジニ自身 も,「 帰れ る

ところ」 である 「その土地」への回帰を願 う。

2.生 きてい る証 し

　カントリー を離 れて,ジ ナ ン族 のア ウ トステーション,ガ マデ ィに暮 らすジン バ

Djinba族 の 著名な木皮 画家である男性(推 定年齢40歳,イ リチ ャ半族)は,84年 に

つ ぎの ように語 った。

　 「ガマディに来 て,も うかれ これ7年 にな る。1度 ゆ っく り休みたい」。休 日に何

をす るのか との問 いには,「 私のカ ン トリーへ旅 を したい。私 のカントリー で しば ら

く生活 したい。 けれ ど トラ ックがないので行け ない。今度の展覧会 の金で トラックを

か う。休 日を もちた い」 と答える。

　そ して86年 にはこ う話す。「ながい間,自 分 自身のカントリー へい っていない し,

暮 らしでもいない。 自分のカントリー へい って住 みたい。いずれ白人 の役人に相談す
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る。私 のカ ン トリーは,ラマンギニンRamingining(ガ マ デ ィの東約40kmに あ るア

ボ リジナル ・タウン)よ りさらに数km東 にあた るが,な ん とか してマニ ング リダの

サ ポー トを うけ られ るよ うに したい。その約束 を と りつけてか ら建設 にかか る」。

　 「父のカントリー のどこが もっともよいか トラ ックを手に入れた らみて あるき,場

所を きめ る。つ ぎの乾季に この作業を し,建 設 に と りかか りたい」。

　 「2人 の弟の家族 と母,私 の家族 があつ まって住 みたい。弟たち もア ウ トステーシ

ョソをつ くること,一 緒に住む ことに賛成 して くれている。それには,ま ず なに より

も無線電話が必要だ」。

　 その彼 は88年 につ ぎの ようにい う。「この乾季に トラ ックを買 った。い まは故障 し

て ラマ ソギ ニンにある。黄色の トヨタ。 ラマ ソギ ニソにはかれ これ1年 ほ どおいた ま

まにな っている」。

　 この男性の話は,彼 自身の血 と汗 と魂 とが帰 るべ き ところ として の自 らの カ ン ト

リーを常に認識 し,そ のカントリー への思いを彼がか きた てて いることを明 らかにす

る。それは カササギガ ンや ク ビナガガ メ,ヒ ルや ミズヘ ビがす まい,ハ スが花 さき実

をつけ る世界 として木皮画に も描かれ る。その思いは,ガ マデ ィに暮 らしてい るとい

う現実 の改変を彼 に要求 し,ト ラ ックを購入 させ る。それ はまさに,彼 が肉体 を もっ

た生命 として生 きていることの証 しなのであ る。

付 記

　第3章 にとりあげたイ=シ エーショソの儀礼グノピピは秘儀 とされ,現 在の彼らは,ア ボリ

ジニ以外への儀礼の公開をつよく拒否 している。筆者もまだこの儀礼への参加が許されていな

い。 こうした事情があるため,民 族誌からの儀礼の引用は最小限にとどめた。

　なお,こ の報告は,1984・86年 度の文部省科学研究費補助金,海 外学術調査(代 表者　国立

民族学博物館,小 山修三氏)と88年 度および90年 度の同じく海外学術研究(代 表老　筆老)の

成果の一部である。

文 献

パ ソ ヴ ェ ニス ト,E

　 　 1986　 『イ ン ド=ヨ ー ロ ツパ 諸 制 度 語 彙 集1経 済 ・親 族 ・社会 』前 田耕 作 監 修,蔵 持 不 三

　 　 　 　 也 ほ か 共 訳,言 叢 社 。

　 　 　 　 (BANvENIsTE,　 E.1986(1969)Le　 Vocabulaire　 des」institations.lndo-Europeaness　 1.

19①



松山　 カ ン トリーとワンジル

        Economie, Parente, Societe. Paris.) 
BERNDT, C.H. 

   1984(1982) Sickness and Health in Western Arnhem  Land: A Traditional Perspective. In 
        J.Reid (ed.), Body, Land and Spirit: Health and Healing in Aboriginal Society, St. 

        Lucia: University of Queensland Press, pp. 121-138. 
BERNDT,  R.M. 

   1974 Australian Aboriginal Religion. Leiden: Institute of Religious Iconography, State 
         Univ. Groningen. 

BERNDT, R.M. & C.H. 
   1970 Man, Land and Myth in North Australia: The Gunwinggu People. East Lansing: 

        Michigan State University Press. • 
   1985 (1964) The World of the First Australians: Aboriginal  Traditional  Life: Past and Pre-

        sent. Adelaide: Rigby Publishers. 
ELKIN, A.P. 

 1981(1938) The Australian Aboriginies. Sydney: Angus & Robertson Publishers. 
KABERRY, P.M. 

   1973  (1939)  Aboriginal Woman: Sacred and Profane. New York: Gordon Press.
松山利夫

　　1.988a「アーネムランド ・アボリジニ,ジ ナン族の狩猟と食物規制」『国立民族学博物館研

　　　　　究報告』12(3):613-646。

　　1988b「 アーネムランド ・アボ リジニ,ジ ナン族の星まつ り一国立民族学博物館海外映像音

　　　　　響資料収集の記録一」r国立民族学博物館研究報告』13(2):407-435。

　　1990　 「アーネムランド ・アボリジニの生活史一ジナン族ガマディ・アウ トステーション に

　　　　　居住する2人 の男性の事例一」『国享民族学博物館研究報告』14(4):783-820。
PETERSON, N. 

   1975 Hunter-Gatherer Territoriality: The Perspective from Australia. American An-
        thropologist 77: 53-68. 

   1976 Mortuary Customs of Northeast Arnhem Land: An Account Compiled from Donald 
        Thomson's Fieldnotes. Memories of the National Museum of Victoria 37: 97-108. 

   1983 Rights, Residence and Process in Australian Territorial Organisation. In N.  Peter-
        son (ed.) , Aborigines Land and Land Rights, Canberra: Australian Institute of 

        Aboriginal Studies, pp.134-145. 
SPENCER, B. 

   1914 Native Tribes of the Northern Territory of Australia. London: Macmillan and Co., 
        Limited. 

STANNER, W.E.H. 
   1959 On Aboriginal Religion I: The Lineaments of Sacrifice. Oceania 30(1): 108-127. 

   1965 Religion, Totemism, and Symbolism. In R.M & C.H.Berndt (eds.), Aboriginal Man in 
        Australia: Essays in Honour of Emeritus Professor A.P. Elkin, Sydney: Angus & 
        Robertson Publishers, pp.207-237. 

TINDALE, N.B. 
   1974 Aboriginal Tribes of Australia: Their Terrain, Environmental Controls, Distribu-

        tion, Limits, and Proper Names. Berkeley: University of California Press. 
WARNER, W.L. 

   1964(1937) A Black Civilization: A Social Study of an Australian Tribe (Haper Torchbook 
 Edition)  , New York: Haper & Row Publishers.


